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関西大学独逸文学会行事記録
（昭和39年10月~40年9月）
昭和39年11月15日 第21回研究発表会
1. 「言語単位と変換文法について一一その歴史と意義」 川島 淳夫
(Sprachliche Einheiten und Transformationsgrammatik) 
2. ,,Kulturelle Eindriicke auf meiner Deutschlandreise" 
Rilz, Werner 
3. 「ドイツ語の中の日本語」 内藤好文
出席者 2 8名
X X X 
昭和40年6月6日 総会ならびに第22回研究発表会
1. ,,Schiller-Statten in Stuttgart" 丸山三友
2. 『独逸文学』 10号の合評
出席者 3 5名
X X X 
昭和40年9月7日 ボン大学総長 HugoMoser教授講演会
講演題目： ，W ohin steuert das heutige Deutsch? ―Eine Analyse 
der deutschen Gegenwartssprache" 
出席者 6 4名
第 12号 内山・内藤両教授古稀祝賀記念論文集
枚 数 400字詰30枚以内
独文レジュメ
原稿締切日
原稿送り先
（独文の場合は5000語以内）
300語程度
（本文が独文の場合はレジュメ不要）
昭和41年 8月31日（厳守）
吹田市千里山関西大学文学部独文研究宅内
関西大学独逸文学会
編集後記
「独逸文学」もこれで11号を数えることになりました。関西大学独逸文学会は，その
活動も多彩となり次第に発展して内外にその存在を知られるに到りましたが， 「独
逸文学」はこの学会の年輪と申せましょう。みなさまがたのご協力を得て立派に育て
てゆきたいと思います。
この号は，編集上の都合からやや頁数の少ないものとなりましたが，上道；福本両
教授のそれぞれ造詣の深いご労作を得，さらに新進川島さんの綿密な研究の成果をこ
れに配することができて，充実した内容をもっていることはご覧のとおりです。
さて来年発刊予定の12号は，かねて会員のかたがたにおしらせ申しましたとおり，
内山貞三郎，内藤好文両教授に捧げる古稀祝賀記念の号といたします。ご存知のごと
く内藤先生は学会の現会長でもありますが，学会の今日の隆盛は両先生のお力に負う
ところまことに大きく，記念号に私どもの感謝の気持の一端を籠めたいと思います。
すでに多くのかたから執筆のご希望が寄せられておりますが，この紙面を借りてお礼
を申しあげますとともに，来年の原稿締切の期日はこれをご厳守下さるよう重ねてお
願いいたします。
（藤井）
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昭和め年11月7日 発行
悶胃喜 関西大学独逸文学会
吹田市千里山
関大独文研究室気付
印刷所 大阪印刷株式会社
大阪市浪速区日本橋東4-15
（非売品）
関西大学独逸文学会会則 昭和40年11月現在
第 1条 本学会は関西大学独逸文学会と称する
第 2条 本学会は独逸文学・独逸語学の研究及び普及をはかることを目的とする
第 3条 本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1. 毎年1回総会を開く
2. 毎年2回研究発表会を開く
3. 毎年機関誌を発行する
4. その他研究会，講演会などを行なう
第 4条 本学会は次の会員で組織する
1. 本学独逸文学科の専任教授・専任助教授・専任講師及び助手
2. 本学の教授・助教授・講師及び助手の有志者
3. 本学独逸文学科学生
4. 本学学生ならびに卒業生中の有志者
第 5 条 本学会：ま会長ー名・委員及び幹事それぞれ若干名を置へ
1. 委員は本学独逸文学科の専任教授・助教授及び専任講師とする
2. 会長は委員会が委員中より推薦する
任期は二年とし重任を妨げない
3. 幹事は本学独逸文学科の助手・卒業生及び学生中より若干名を選び
委員会が委嘱する
任期は一年とし留任を妨げない
第 6条 機関誌の編集委員は本学会の委員及び幹事2名とする。幹事2名は本学
会の幹事中より会長がこれを委嘱する
第 7条 会費は年額五百円とする
第 8条 本学会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に厩<
第 9条 会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
〔備考〕 会費年額五百円（第7条）は昭和40年よりとし， 39年度以
前入学の学部学生の会費は据え置きとする。
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